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教科 理科 科目 化学 
単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 化学 308「改訂 化学」 （東京書籍） 

副教材等 
「改訂 ニューグローバル 化学基礎＋化学」 （東京書籍） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

日常生活の中で化学がどのように役立っているかを考え、化学に対する興味・関心を高めてくだ

さい。化学基礎で学習した知識や思考などを応用しさらに深く学習してください。 

また観察・実験などを通して、さらなる概念や法則を学び、化学の応用力を身につけ、自然科学

の考え方を理解し、将来の自分の力として役立てて欲しい。 

 

２ 学習の到達目標 

１．無機物質の性質や反応を探究し，元素の性質が周期表に基づいて整理できることを理解するとともに，日

常生活や社会と関連づけて考察できる。 

２．有機化合物の性質や反応を探究し，有機化合物の分類と特徴を理解するとともに，日常生活や社会と関

連づけて考察できる。 

３．高分子化合物の性質や反応を探究し，合成高分子化合物と天然高分子化合物の特徴を理解するととも

に，日常生活や社会と関連づけて考察できる。 

４．上記の目標を達成するために探究活動を行い，学習内容の理解を深めるとともに，化学的に探究する能

力を高める。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

化学的な事物・現象

に関心や探究心をも

ち、主体的に探究しよ

うとするとともに、科

学的態度を身に付け

ている。 

化学的な事物・現象

の中に問題を見いだ

し、探究する過程を通

して、事象を科学的に

考察し、導き出した考

えを的確に表現して

いる。 

化学的な事物・現象

に関する観察、実験な

どを行い、基本操作を

習得するとともに、そ

れらの過程や結果を

的確に記録、整理し自

然の事物・現象を科学

的に探究する技能を

身に付けている。 

化学的な事物・現

象に関する基本的な

概念や原理・法則に

ついて理解を深め、

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノート・ワークシートの記述 

探究活動の発表 

学習状況の観察 

ノート・ワークシートの記述 

探究活動の発表 

定期考査 

学習状況の観察 

ノート・ワークシートの記述 

探究活動の発表 

定期考査 

学習状況の観察 

ノート・ワークシートの記

述 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

無
機
物
質 

1章 周期表と元素 

・周期表と元素 

○   ○ a:単体や無機化合物の性質や反応に関す

る事物・現象に関心をもち，それらに関す

る基本的な概念や法則を意欲的に探究し

ようとする。 

単体や無機化合物について観察，実験を

行うとともに，それらの利用としての化学工

業と関連付けて意欲的に探究しようとす

る。 

単体や無機化合物と日常生活や社会との

関連について関心をもち，人間生活との関

わりについて意欲的に探究しようとする。 

b:単体や無機化合物の性質や反応など

を，周期表と関連付けて考察できる。 

・日常生活と関わりの深い無機物質とその

イオンについて観察，実験などを行い，規

則性を見いだし，さまざまな事物・現象の

生じる要因や仕組みを科学的に考察でき

る。 

無機物質と化学工業との関係をさまざまな

観点で捉え，無機物質の工業的製造法な

どを科学的に考察できる。 

単体や無機化合物が人間生活にどのよう

に関わっているかを科学的に考察できる。

c:単体や無機化合物の性質や反応に関

する観察，実験を行い，その基本的操作

や記録の仕方を習得している。 

・単体や無機化合物に関する観察，実験

の過程や結果から導き出した自らの考えを

的確に表現できる。 

d:単体や無機化合物の性質や反応に関

する基本的な概念や原理・法則及び周期

表との関係を理解し，知識を身に付けてい

る。 

単体や無機化合物について，化学工業に

関連付けて理解し，知識を身に付けてい

る。 

単体や無機化合物について，人間生活と

関連付けて理解し，知識を身に付けてい 

る。 

定期考査 

ノー ト ・課

題提出 

小テスト 

実 験 レ ポ

ート 

2 章 非金属元素の単体と化

合物 

・水素と希ガス（貴ガス） 

〔観察実験 14〕 

「水素を発生させよう」 

○  ○ ○ 

・ハロゲンとその化合物 ○  ○ ○ 

・酸素・硫黄とその化合物 

〔観察実験 15〕 

「酸素を発生させよう」 

〔観察実験 16〕 

「酸化物の性質を調べよう」 

〔観察実験 17〕 

「二酸化硫黄の性質を調べよう」 

○硫酸の製造と発煙硫酸 

○  ○ ○ 

・窒素・リンとその化合物 

〔観察実験 18〕 

「一酸化窒素の性質を調べよう」 

○  ○ ○ 

・炭素・ケイ素とその化合物 

◎●さまざまな無機化合物と

オクテット則 

○気体の発生と捕集方法 

○   ○ 

3 章 典型金属元素の単体と

化合物 

・アルカリ金属とその化合物 

〔観察実験 19〕 

「アルカリ金属の化合物の性

質を調べよう」 

○  ○ ○ 

・2族元素とその化合物 ○  ○ ○ 

・1，2 族以外の典型金属元素

とその化合物 

〔観察実験 20〕 

「アルミニウムの単体と化合物

の性質を調べよう」 

〔観察実験 21〕 

「亜鉛の単体と化合物の性質

を調べよう」 

○  ○ ○ 



4章 遷移元素の単体と化合物 

・遷移元素とその化合物 

〔観察実験 22〕 

「鉄イオンの性質を調べよう」 

○硫酸銅（Ⅱ）五水和物の構造 

○ ○ ○ ○ 

・金属イオンの分離・確認 

○金属イオンの反応のまとめ 

○ ○ ○ ○ 

5章 無機物質と人間生活 

・金属 

〔観察実験 23〕 

「低融点合金（ウッド合金）を

つくろう」 

○  ○ ○ 

・セラミックス ○   ○ 

〔探究 9〕 

「塩素の性質」 

〔探究 10〕 

「アンモニアの性質」 

〔探究 11〕 

「カルシウムの単体と化合物」 

〔探究 12〕 

「銅の化合物」 

〔探究 13〕 

「銀の化合物」 

〔探究 14〕 

「金属イオンの反応」 

〔探究 15〕 

「金属イオンの分離と確認」 

〔探究 16〕 

「さまざまな色のガラスをつくろ

う」 

○ ○ ○ ○ a:「無機物質」に関連する学習課題に関心

をもち，科学的な態度で観察，実験，調査

などを行い，意欲的に探究しようとする。 

b:「無機物質」に関連した学習課題に対

し，観察，実験，調査などを計画・実施し，

得られた結果を総合的に考察できる。 

c:「無機物質」に関連した学習課題に対

し，観察,実験，調査などを探究の方法を

用いながら行い,その技能を習得している。 

・観察，実験のデータやさまざまな情報を

基にして，創意ある報告書を作成し，発表

できる。 

d:観察，実験，調査などを通して「無機物

質」についての学習課題に対し，基本的な

概念や原理・法則を理解し，知識を身に付

けている。 

２
学
期 

有
機
化
合
物 

1 章 有機化合物の特徴と構

造 

・有機化合物の特徴 

○   ○ a:有機化合物の特徴について観察，実験

を行うとともに，それらを日常生活と関連付

けて意欲的に探究しようとする。 

炭化水素の性質や反応に関する事物・現

象に関心をもち，その構造や性質，反応

性について意欲的に探究しようとする。 

官能基を含む有機化合物の性質や反応

に関する事物・現象に関心をもち，その構

造や性質，反応性について意欲的に探究

しようとする。 

有機化合物と日常生活や社会との関連に

ついて関心をもち，人間生活との関わりに

定期考査 

ノー ト ・課

題提出 

小テスト 

実 験 レ ポ

ート 

・有機化合物の構造式の決定 

〔観察実験 24〕 

「スクロースの成分元素を調べ

よう」 

◎●質量分析と NMR 

○ ○ ○ ○ 

2 章 炭化水素 

・飽和炭化水素 

○分子の形と沸点，融点 

○シクロヘキサンの構造 

○ ○ ○ ○ 



・不飽和炭化水素 

●マルコフニコフの法則 

●アルケンの酸化反応 

○エノール形とケト形 

〔観察実験 25〕 

「アセチレンの性質を調べ

よう」 

○炭化水素の分子式と構造 

◎●共有結合の種類 

○ ○ ○ ○ ついて意欲的に探究しようとする。 

b:有機化合物の性質や反応性において，

無機化合物とは異なる特徴があることを見

いだすことができる。 

炭化水素の性質や反応性が，炭素鎖の構

造に特徴付けられることを見いだし，構造

異性体などを論理的に考察できる。 

官能基を含む有機化合物の性質や反応

性が，その官能基に特徴付けられることを

見いだし，論理的に考察できる。 

酸素及び窒素を含む代表的な官能基の

反応性と有機化合物の相互の関連につい

て，観察，実験などを行い考察できる。 

有機化合物が人間生活にどのように関わ

っているかを科学的に考察できる。 

c:有機化合物の特徴や炭化水素に関する

観察，実験を行い，その基本的操作及び

記録の仕方を習得している。 

有機化合物の特徴や炭化水素の観察，実

験の過程や結果から導き出した自らの考

えを的確に表現できる。 

官能基を含む有機化合物に関する観察，

実験を行い，その基本的操作及び記録の

仕方を習得している。 

官能基を含む有機化合物に関する観察，

実験の過程や結果から導き出した自らの

考えを的確に表現できる。 

d:有機化合物の特徴や反応性について,

日常生活に関連付けて理解している。 

炭化水素の分類とその反応性との関係,構

造異性体の関係等を理解し,知識を身に

付けている。 

官能基を含む有機化合物を脂肪族化合

物,芳香族化合物等を通して理解し，有機

化合物相互の関連性についての知識を身

に付けている。 

代表的な個々の官能基の性質に対する知

識を身に付けている。 

油脂やセッケンなどの性質や反応性につ

いて，日常生活に関連付けて理解してい

る。 

有機化合物全般について，人間生活と関

連付けて理解し，知識を身に付けている。  

 3 章 アルコールと関連化合

物 

・アルコールとエーテル 

○ブタノールの融点・沸点の

高低 

〔観察実験 26〕 

「アルコールの性質を調べよ

う」 

●脱離反応の方向性（ザイツ

ェフの法則） 

○ ○ ○ ○ 

・アルデヒドとケトン 

〔観察実験 27〕 

「ヨードホルム反応」 

○ ○ ○ ○ 

・カルボン酸とエステル 

○マレイン酸とフマル酸の融

点 

 ●旋光性について 

○エステル化の反応機構 

○ ○ ○ ○ 

・油脂とセッケン 

○油脂のけん化価とヨウ素価 

◎●エステル化の反応機構 

○ ○ ○ ○ 

４章 芳香族化合物 

・芳香族炭化水素 

●ベンゼン環の安定性 

〔観察実験 28〕 

「ニトロベンゼンを合成しよう」 

○ ○ ○ ○ 

・酸素を含む芳香族化合物 

○芳香族化合物の置換基の

配向性 

 〔観察実験 29〕 

「サリチル酸メチルを合成しよ

う」 

○ ○ ○ ○ 

・窒素を含む芳香族化合物 

○ニトロベンゼンからアニリン

を合成する反応式のつくり方 

○ ○ ○ ○ 



・芳香族化合物の分離(0.5h) 

◎●有機化合物と酸化数 

    

5章 有機化合物と人間生活 

・食品 

○ビタミン 

○ ○ ○ ○ 

・医薬品 

〔観察実験30〕 

「アスピリンとサリチル酸

メチルを比べよう」 

○   ○ 

・染料   ○   ○ 

・洗剤 

○洗浄補助剤 
○ ○  ○ 

〔探究 17〕 

「脂肪族炭化水素の性質」 

〔探究 18〕 

「ホルムアルデヒドの性質」 

〔探究 19〕 

「酢酸エチルの合成とけん化」 

〔探究 20〕 

「セッケンをつくり，性質を調

べる」 

〔探究 21〕 

「フェノール類の性質」 

〔探究 22〕 

「芳香族化合物の分離」 

〔探究 23〕 

「アニリンの合成」 

〔探究 24〕 

「アゾ染料の合成」 

〔探究 25〕 

「ビタミン Cの定量」 

○ ○ ○ ○ a:「有機化合物」に関連する学習課題に関

心をもち，科学的な態度で観察，実験，調

査などを行い，意欲的に探究しようとする。 

b:「有機化合物」に関連した学習課題に対

し，観察，実験，調査などを計画・実施し

て，得られた結果を総合的に考察できる。 

c:「有機化合物」に関連した学習課題に対

し，観察，実験，調査などを探究の方法を

用いながら行い，その技能を習得してい

る。 

d:観察，実験，調査などを通して「有機化

合物」についての学習課題に対し，基本的

な概念や原理・法則を理解し，知識を身に

付けている。 

３
学
期 

高
分
子
化
合
物 

1章 天然高分子化合物 

・天然高分子化合物 
○ ○  ○ 

a:高分子化合物の特徴について観察，実

験を行うとともに，それらを日常生活と関連

付けて意欲的に探究しようとする。 

天然高分子化合物の性質や反応に関す

る事物・現象に関心をもち，その構造や性

質，反応性について意欲的に探究しようと

する。 

合成高分子化合物の性質や反応に関す

る事物・現象に関心をもち，その構造や性

質，反応性について意欲的に探究しようと

する。 

高分子化合物と日常生活や社会との関連

について関心をもち，人間生活との関わり

定期考査 

ノー ト ・課

題提出 

小テスト 

実 験 レ ポ

ート 

・単糖類・二糖類 

〔観察実験 31〕 

「グルコースの還元性を調べ

よう」 

○ ○ ○ ○ 

・多糖類 ○ ○ ○ ○ 

・アミノ酸 

〔観察実験 32〕 

「アミノ酸の電気泳動を調べよ

う」 

○等電点の計算 

○ ○ ○ ○ 

・タンパク質 ○ ○ ○ ○ 



・核酸 

●DNAの複製 

●RNAの種類とはたらき 

◎●グルコースの立体異性体 

◎●酵素反応の速度 

○ ○  ○ 

について意欲的に探究しようとする。 

b:高分子化合物の性質や反応性におい

て，無機物質や有機化合物とは異なる特

徴があることを見いだすことができる。 

・天然高分子化合物の構造・性質・反応性

について，単量体の官能基のはたらきとの

関連性を見いだし，論理的に考察できる。 

・合成高分子化合物の構造・性質・反応性

について，単量体の官能基のはたらきとの

関連性を見いだし，論理的に考察できる。 

・高分子化合物が人間生活にどのように関

わっているかを科学的に考察できる。 

c: 天然高分子化合物の性質や反応性に

関する観察，実験を行い，その基本的操

作及び記録の仕方を習得している。 

・天然高分子化合物の性質や反応性の観

察，実験の過程や結果から導き出した自ら

の考えを的確に表現できる。 

・合成高分子化合物に関する観察，実験

を行い，その基本的操作及び記録の仕方

を習得している。 

・合成高分子化合物に関する観察，実験

の過程や結果から導き出した自らの考えを

的確に表現できる。 

d:高分子化合物の特徴や反応性につい

て,日常生活に関連付けて理解している。 

天然高分子化合物の性質や反応性につ

いて，糖類,アミノ酸とタンパク質，酵素，核

酸等を通して理解し，天然高分子化合物

相互の相違と関連性についての知識を身

に付けている。 

合成高分子化合物の合成反応や性質・反

応性について，合成繊維，プラスチック，ゴ

ム等の用途別の代表的な合成高分子化

合物について理解し，相互の相違と関連

性についての知識を身に付けている。 

合成高分子化合物について，人間生活と

関連付けて理解し，知識を身に付けてい

る。 

2章 合成高分子化合物 

・合成高分子化合物 
○   ○ 

・合成繊維 

〔観察実験 33〕 

「ナイロン 66 を合成しよう」 

○ ○ ○ ○ 

・プラスチック ○ ○ ○ ○ 

・ゴム 

◎●高分子の立体構造と性

質 

◎●繊維の構造と性質 

○   ○ 

3 章 高分子化合物と人間生

活 

・プラスチック利用の拡大と環

境問題 

〔観察実験 34〕 

「発泡ポリスチレンを溶かして

みよう」 

○ ○ ○ ○ 



〔探究 26〕 

「タンパク質の検出」 

〔探究 27〕 

「銅アンモニアレーヨンの合

成」 

〔探究 28〕 

「イオン交換樹脂」 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

a:「高分子化合物」に関連する学習課題に

関心をもち，科学的な態度で観察，実験，

調査などを行い，意欲的に探究しようとす

る。 

b:「高分子化合物」に関連した学習課題に

対し，観察，実験，調査などを計画・実施し

て，得られた結果を総合的に考察できる。

c:「高分子化合物」に関連した学習課題に

対し，観察，実験，調査などを探究の方法

を用いながら行い，その技能を習得してい

る。d観察，実験，調査などを通して「高分

子化合物」についての学習課題に対し，基

本的な概念や原理・法則を理解し，知識を

身に付けている。 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


